
 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

～ 地域の歴史と伝承を探る（6）～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）               

古市ふるさとネット 
古市ふるさとネット 

第 159号 

丹波篠山市波賀野 682-2（古市コミュニティ消防センター） 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ 079-595-1085 

【編集・発行】古市地区まちづくり協議会 

ホームページ http//furuichimachikyo.com/ 

 

 

2021年 8月 20日発行 

男 女 計 世帯 古市幼・小学校 

928 1204 2132 939 小学生 101名 

-4 -4 -8 -1 幼稚園  26名 

 

古市地区の人口 7月末 

丹波栗（住山） 
 

  

 

 「まちづくり協議会」発足以前から、自分たちの住む古市をもっとよく知ろうという有志に 

よって、自発的に行われていた「ふるいち塾」が、その後「まち協」に引き継がれて、かなり 

の成果を収めて来ましたが、諸般の事情によって長い間休塾状態が続いていました。 

  このままでは先祖が残した貴重な文化遺産が忘れられて、旧家に伝わる家文書や、集落自治 

会の伝承文書が散逸し、村に伝わる伝統行事なども、廃止されて消えていく運命にあります。 

古市固有の伝承文化を、忘れられないうちに次の世代に伝えていくのは、今を生きる私たちの 

責務であると思い、新しい視点で「ふるいち塾」を再開します。 

復活第一回ふるいち塾  日時 ９月２５日（土） １３時３０分より 

場所 古市コミュニティ消防センター 

「源義経が駆けた古市の道」案内人 上田和夫氏 
  

平家物語によると、寿永 3年（1184）、搦手大将と 

なった義経は、１万余騎を率いて２月１日に都を立ち、 

４日に丹波路を進んで、播磨と丹波の境に近い小野原 

に到着して、５日未明に夜討ちを敢行。 

 一の谷に拠る平家を攻撃する奇襲に向けた最初の戦 

いが、三草山で始まったのですが、この義経の軍勢が、 

どのようにして古市の道を駆け抜けたのでしょうか。 

古市地区に伝わる 矢降神社（南矢代）不来坂、 

名無木（不来坂）集い（住山）などの言い伝えを確認 

し、当時の道路事情を考慮に入れながら、貴方の村を 

通って行った義経軍を、改めて検証してみましょう。 

不来坂・住山の村を埋め尽くす程の１万騎もの軍勢 

が、どのようにして休息し、食事をして馬を飼ったの 

か、歴史書に書き切れていない事柄を推理してみませ 

んか。                    

 あなたも歴史の証人になって下さい。  

 

 

 

 

「ふるいち塾」を復活します 

   矢降神社跡地 （南矢代） 

 義経軍の一部が境内で小休止してい

ると、不来坂に先行した物見から、平

家の動向を知らせる矢文が落ちてきた

所と伝えられ、神社はその後、大歳神

社に合祀されて、跡地にはその故事を

伝える石碑が建立されています。 



    

 

 

 

 

古市ふるさとネット （２） 
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9 月の各部の活動予定 
健康福祉部 

 文化活動部 

◆会報印刷(160 号)   9 月 17 日(金) 14:00～  

◆会報仕分け・発行  事務室、市役所持ち込み 

◆ふるいち塾     9 月 25 日(土) 13:30～ 

事務局 

◆運営委員会    9 月 6 日（月）19:00～ 
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 ７月２４日、古市まちづくり協議会役員と生活安全部の方々にご協力をいただき、コミセン周辺・土手・ 

フェンス等の草刈り、清掃の奉仕作業を行いました。 

朝 8時からの作業でしたが、ぐんぐんと気温が上がり 

汗が吹き出します。フェンスに巻き付いたつる草を外す 

のにも一苦労。土手法面の草刈りも足場を確保しつつ、 

大きく伸びた茅を刈っていきました。 

お陰様でコミセン周辺はとてもきれいになりました。 

すっきりとしたコミセンにて、これからのまちづくり活 

動に向けて気持ち新たにスタートを切れそうです。 

本当に有難うございました！！ 

 

◆ふるいち夢カフェ 毎週水曜日   10:00～15:00 

         
 
◆健康講座（予定） 「コロナについて」  
講師：西井一雄氏  9月 1日（水）13:30～ 
 

            
◆部会        9月 1日（水）12:00～ 

 

 

コミュニティ部 

◆いきいき塾    9月 3日(金） 9:30～11:30 

（やすらぎ園）    9月 10日(金)  9:30～11:30 

  9月 17日（金） 9:30～11:30 

    9月 24日（金） 9:30～11:30 

◆ディサービス   9月 30日(木) 13:30～15:30 

◆部会      9月 10日(金) 19:30～ 

 生活安全部 

◆花事業     随時（花の種蒔き、葉ボタン移植）    

◆幼稚園芝刈り・JR 官舎跡草刈り 

9 月 11 日（土）8:00～ 

  

「絵手紙を楽しもう」  
健康福祉部 

 

 7 月のディサービスは「絵手紙」にチャレンジ。 

鈴木先生に手ほどきして頂きました。ミミズの這っ

た様な絵や文字ほどおもしろくて、温もりもありま

す（画仙紙というハガキを使用）。 

先ずは輪郭線。紙からはみ出すくらいに思い切り

よく描きます。筆ペンの上の方を軽く持って ゆらゆ

ら線 で描きます。次にクレヨンや顔彩で淡いパステ

ルの色付けをします。皆さん最初は 

「うまく描かれへん！!」 「難しいわ～！」 

と言われていたけれど、そのうちに時間の経つのも

忘れて夢中です。茄子にカボチャ、大輪のひまわり

など個性豊かな力強い素敵な出来上がりに大満足で

した。 

鈴木先生のオカリナ演奏も心癒されました。（松本） 


